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【１】『白砂青松の森づくりで豊かな国土を守る』（山地災害対策室長）

２ 当庁の動き

【１】平成２０年度国有林野事業業務研究発表会の開催結果について

【２】美しい森林づくり推進国民運動のロゴマークの制定等について

【３】第１回森林における生物多様性保全の推進方策検討会の概要について

【４】気候変動枠組条約第１４回締約国会議（ＣＯＰ１４）の開催結果につ

いて

【５】林政審議会の概要について

３ 森林（もり）づくりと木づかいに関する情報

★美しい森林づくりニュース★

★森林ボランティア活動情報★

★イベント情報★

【１】公開講演会「地球環境保全と海外植林」

●編集後記

○ご意見をお寄せ下さい。

──────────────────────────────────

１ コラム

──────────────────────────────────

【１】『白砂青松の森づくりで豊かな国土を守る』（山地災害対策室長）

今回は、川野山地災害対策室長より海岸林についてお話します。

新しい年を迎える気分を浮き立たせるのに欠かせない門松ですが、皆さん

の身近にある松として、海岸の松林を挙げる方も多いと思います。

静岡県の千本松原や佐賀県の虹の松原など、全国で数千ｋｍにおよぶこれ

ら海岸林の多くは、先人の長年にわたる努力により守り育てられてきたもの

で、飛砂や潮風、津波などから住宅や農地などを守るとともに、いわゆる

「白砂青松」として日本を代表する風景を形づくっており、将来にわたって

残すべき貴重な財産といえます。

国や都道府県では、地域の暮らしを守るために特に重要な役割を果たして



いる森林を「保安林」として指定し、その機能が発揮されるよう適切な管理

を行っていますが、これら海岸林についても、「飛砂防備保安林」や「潮害

防備保安林」に指定し、松林をはじめとする森林の育成や、台風時や冬期に

高潮や波浪により浸食されないよう防潮堤や消波ブロックを設置するなどの

治山事業を実施しています。

地球温暖化の影響による海面水位の上昇や台風の激化により、今後、世界

的に海岸浸食の進行が心配されていますが、これら海岸林の恩恵を末永く私

たちの子孫に伝えていくためにも、先人の営みを引き継ぎながら、これから

も地域の皆様とともに白砂青松の森づくりを着実に進めていきたいと思いま

す。

「山地」だけでなく「海岸林」の保全にも携わっている山地災害対策室か

らのお話しでした。

──────────────────────────────────

２ 当庁の動き

──────────────────────────────────

【１】平成２０年度国有林野事業業務研究発表会の開催結果について

林野庁では、森林管理局等における現場業務の実行を通じて得られた森林

の整備手法、国民参加の森林づくり、森林環境教育等に関する取組成果を広

く一般に普及するため、森林管理局職員や地域関係者による業務研究発表会

を１１月２７日に開催しました。

成績優秀なものについては表彰を行いましたので、受賞課題をお知らせし

ます。

※詳しくはこちらをご覧ください。

http://www.rinya.maff.go.jp/j/press/gyoumu/081201.html

【２】美しい森林づくり推進国民運動のロゴマークの制定等について

美しい森林（もり）づくり推進国民運動では、運動の一層の拡大・浸透を

図るため、このたび、新たにロゴマークを制定しました。また、これに合わ

せ、国民の方々や企業等が運動に参加しやすいよう、運動に参加・協力して

頂ける方々を「フォレストサポーターズ」として、登録する制度を始めまし

たのでお知らせします。

※詳しくはこちらをご覧ください。

http://www.rinya.maff.go.jp/j/press/hozen/081210.html

【３】第１回森林における生物多様性保全の推進方策検討会の概要について

１２月３日（水曜日）に開催された第１回森林における生物多様性保全の

推進方策検討会の概要をお知らせします。



※詳しくはこちらをご覧ください。

http://www.rinya.maff.go.jp/j/press/kenho/081212.html

【４】気候変動枠組条約第１４回締約国会議（ＣＯＰ１４）の開催結果につ

いて

１２月１日から１２日に、ポーランド共和国のポズナンにおいて、気候変

動枠組条約第１４回締約国会議（ＣＯＰ１４）等が開催されました。森林・

農業分野に関しては、２０１３年以降の将来枠組みにおける吸収源の取扱い

ルールや、途上国の森林減少・劣化問題等について議論が行われました。

※詳しくはこちらをご覧ください。

http://www.maff.go.jp/j/press/kanbo/kankyo/081215.html

【５】林政審議会の概要について

１２月１５日（月曜日）に開催された林政審議会の概要をお知らせします。

※詳しくはこちらをご覧ください。

http://www.rinya.maff.go.jp/j/press/rinsei/081216.html

●その他のプレスリリースはこちら

http://www.rinya.maff.go.jp/j/press/index.html

──────────────────────────────────

３ 森林（もり）づくりと木づかいに関する情報

──────────────────────────────────

★美しい森林づくりニュース★

地球温暖化の防止への貢献や次の世代に美しいみどりを伝えていくため、

「伝えたい木の文化、残したい美しい森」をキャッチフレーズに「美しい森

林（もり）づくり推進国民運動」が始まっています。

この運動の展開状況についてお知らせすることにより、この運動を多くの

国民の皆様にご理解、ご賛同いただくために「美しい森林づくりニュース」

を発行しています。

※詳しくはこちらをご覧ください。

http://www.rinya.maff.go.jp/seisaku/utsukushiimoridukuri/news.html

★森林ボランティア活動情報★

全国各地でボランティアによる森林づくり活動が活発に行われています。

（社）国土緑化推進機構では、誰でも参加できる全国各地の森林ボランティ

ア活動の情報を発信しています。



※詳しくはこちらをご覧ください。

http://www.green.or.jp/volun/info/katsudou.asp

★イベント情報★

【１】公開講演会「地球環境保全と海外植林」

地球環境への取組をアピールするために、海外での植林実施者等のご協力

を得まして、講演会を開催します。

開催日 平成２１年１月１４日（水曜日）１３：３０～１６：４０

場 所 東京大学弥生講堂

主 催 社団法人海外産業植林センター

※詳しくはこちらをご覧下さい。

http://www.jopp.or.jp/event/seminar/2008/20081110_10.html

──────────────────────────────────

● 編集後記

──────────────────────────────────

寒い日が続いていますが、風邪などひかれていませんか。朝、外に出ると、

ピリリと冷たい空気を顔に感じます。とても寒くて辛いのですが、目が覚め

るような気持ち良さもあり、冬も好きな季節です。

この一年間、「森林（もり）づくりと木づかいのお便り」をご愛読いただ

きまして、ありがとうございました。来年もよろしくお願い致します。

皆さまも体に気をつけて、良いお年をお迎えください。

──────────────────────────────────

○ ご意見をお寄せ下さい。

──────────────────────────────────

御意見、御要望、又は転載を希望される場合は、下記編集発行先にメール

にてお寄せください。

──────────────────────────────────

○ ご注意

──────────────────────────────────

メールマガジンに掲載したＵＲＬで、一部ＰＤＦ形式のものがあります。

ＰＤＦファイルをご覧いただくためには林野庁ホームページ

http://www.rinya.maff.go.jp/index.html をご覧になり、

「Get Adobe Reader」のボタンで Adobe Reader をダウンロードしてくだ

さい。



──────────────────────────────────

○ 編集発行

──────────────────────────────────

〒１００－８９５２ 東京都千代田区霞が関１－２－１

林野庁 広報室

ＴＥＬ０３－３５０２－８０２６

Ｅ－ｍａｉｌ：https://www.voice.maff.go.jp/maff-
interactive/people/ShowWebFormAction.do?FORM_NO=82

──────────────────────────────────

メールマガジンのバックナンバーや配信停止の手続及びメールアドレスな

どの会員情報の変更は下記サイトで手続をお願いいたします。

パスワードをお忘れの場合はパスワードの再発行をしてください。

バックナンバーは、こちらからご覧ください。

http://www.rinya.maff.go.jp/mailmagazine/mail.html

メールアドレス等の変更

http://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/chg.html
変更には御登録いただいたメールアドレスとパスワードが必要です。

メールマガジンの配信停止

http://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/can.html
配信停止の際には御登録いただいたメールアドレスとパスワードが必要で

す。

パスワード再発行

万一パスワードをお忘れの場合は下記より御登録いただいたメールアドレ

スを入力して、パスワードの再発行をしてください。

http://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/re.html


